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アクリナトリン 

 
諮問理由 化学構造 作用機序 用途 評価資料 

・暫定基準 
・適用拡大 

合成ピレスロイド系 

神経軸索ナトリウムイ

オンチャンネルに作用

し、神経系の伝達を遮

断することにより作用 

殺虫剤 

・農薬抄録 
・審議後確認事項

に対する回答資

料 
・作物残留試験成

績（りんご、す

もも等） 
 
【試験成績の概要】 

１．動物体内運命試験の結果、アクリナトリンは投与後 4～6 時間で Tmaxに達し、T1/2

は 11～12 時間であった。アクリナトリンの吸収率は低用量投与群で少なくとも

71.8%、高用量投与群で少なくとも 22.2%であり、投与後 24 から 48 時間までにほ

とんどの放射能が排泄された。主に胆汁中への排泄を経て糞中に排泄されたが、そ

の一部分は腸肝循環を受けていた。臓器及び組織中残留放射能濃度は、投与 120 時

間後で甲状腺、副腎、脂肪で高かった。未変化のアクリナトリンは尿中及び胆汁中

には認められず、糞中に 11.9～65.3%TAR 認められた。主要代謝物は尿中に C、D、

E、F 及び G が認められ、糞中に B 及び C が認められた。 
 
２．植物体内運命試験の結果、主要成分は未変化のアクリナトリンで、10%TRR を

超える代謝物は、きゅうりで B 及び C が認められた。 
 
３．各種毒性試験結果から、アクリナトリン投与による影響は、主に体重（増加抑制）、

摂餌量（減少）及び皮膚（痂皮形成等）に認められた。繁殖能に対する影響、催奇

形性及び生体において問題となる遺伝毒性は認められなかった。 
 

４．発がん性試験において、ラット雌で良性の卵巣顆粒膜・莢膜細胞腫の発生頻度の

増加が認められたが、腫瘍の発生機序は遺伝毒性によるものとは考え難く、評価に

当たり閾値を設定することは可能であると考えられた。 
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クロルピリホス 

諮問理由 化学構造 作用機序 用途 追加資料 

・残留基準値の見

直し 
有機リン系 

アセチルコリン

エステラーゼ阻

害 
殺虫剤 

・植物体内運命試験（かんきつ、キャ

ベツ、えんどう豆、だいこん） 
・単回投与試験（ヒト）② 
・ラットにおける全血中クロルピリホ

ス及び代謝物濃度並びに血漿及び脳

ChE 活性の推移 
・ラットにおける ChE 及び NTE 阻

害試験 
・幼若及び成熟ラットにおける ChE
阻害の比較（単回及び反復投与試験） 
・28 日間免疫毒性試験（ラット） 

 
【試験成績の概要】 

１．ラットを用いた動物体内運命試験の結果、クロルピリホスの吸収率は少なく

とも 80%と推定された。投与後は各組織に速やかにかつ低レベルで分布し、未

変化のクロルピリホス及び代謝物は体内に蓄積しないと考えられた。尿中から

代謝物 B 並びに B のグルクロン酸抱合体及び硫酸抱合体が同定され、推定代

謝経路はクロルピリホスからジエチルホスホロチオエートが加水分解されて

代謝物 B が生成し、B が未変化又はグルクロン酸抱合体若しくは硫酸抱合体の

形で排泄される経路と考えられた。主に尿中に排泄され、約 90%TAR が排泄

された。 
 
２．畜産動物体内運命試験の結果、乳牛では糞に投与量の 17%が排泄されたが、

休薬後 2～4 日の糞からは検出されなかった。尿及び乳汁中からは検出されな

かった。クロルピリホスは胃液及び肝臓切片中でも安定であった。ヤギの尿及

び糞中に 79%TAR～89%TAR、乳汁及び組織中に 2%TAR、ニワトリの尿及び

糞中に 88%TAR～94%TAR の放射能が認められた。主要組織における主要成

分は、未変化のクロルピリホス及び代謝物 B であった。サルの尿中に未変化の

クロルピリホスは検出されず、主要代謝物は B であった。 
 
３．植物体内運命試験の結果、10%TRR を超える代謝物として B が認められた。 

 
４．各種毒性試験結果から、クロルピリホス投与による主な影響は脳及び赤血球

ChE 活性阻害であった。発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性及び遺伝

毒性は認められなかった。 
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